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自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
か
ら
出
る
廃

熱
の
増
加
、
緑
地
部
の
減
少
に
伴

う
地
表
面
お
よ
び
植
物
か
ら
の
水

分
の
蒸
発
量
の
減
少
、
高
層
建
物

の
集
中
に
伴
っ
て
起
こ
る
多
重
反

射
に
よ
る
加
熱
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

な
ど
都
市
を
構
成
す
る
物
質
が
持

つ
、
熱
の
蓄
積
効
果
の
拡
大
な
ど

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
、

各
種
の
対
策
が
関
係
省
庁
や
地
方

公
共
団
体
等
で
実
施
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
根
本
的
な
対
応
と
な
っ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

政
府
と
し
て
、
早
急
に
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
研
究
・
調

査
・
分
析
を
進
め
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
同
時
に
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
緩
和
の
た
め
に
必
要

な
諸
措
置
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

記

1

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に

つ
い
て
の
研
究
・
調
査
・
分
析
を

進
め
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
早
急
に

実
施
す
る
こ
と
。

2

都
市
緑
地
の
保
全
・
創
出
・

再
生
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
緑
地
保
護
に
係
わ
る
相
続
税
や

固
定
資
産
税
等
に
つ
い
て
、
税
制

上
の
軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

3

地
方
公
共
団
体
が
取
得
・
整

備
す
る
、
緑
地
に
対
す
る
補
助
枠

及
び
補
助
対
象
の
拡
大
を
は
じ
め
、

保
全
緑
地
の
公
有
化
に
係
わ
る
譲

渡
所
得
の
特
別
控
除
額
の
引
き
上

げ
、
及
び
緑
地
奨
励
金
の
非
課
税

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

4

屋
上
・
壁
面
緑
化
を
は
じ
め
、

地
方
公
共
団
体
が
森
林
再
生
の
た

め
に
行
う
事
業
等
に
対
す
る
国
の

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

5

ビ
ル
等
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
環
境
保
全
対
策
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
人
工
廃
熱
の
低

減
・
再
利
用
対
策
に
つ
い
て
も
本

格
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

6

中
小
河
川
や
水
路
等
水
辺
の

保
全
・
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、

透
水
性
・
保
水
性
舗
装
等
の
普
及

を
推
進
す
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土

交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て
〉

都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
・

新
配
置
計
画
（
案
）
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
平
成

14
年
6
月
、
経
済
・
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
、
情
報
技
術
革
命
等

の
進
展
、
さ
ら
に
は
学
区
制
の
廃

止
な
ど
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
を
踏
ま
え
「
都
立
高
校
改
革

推
進
計
画
・
新
配
置
計
画
（
案
）」

を
提
示
し
、
本
年
10
月
に
計
画
を

決
定
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
（
案
）
の
中
で
は
、

「
中
高
一
貫
教
育
校
」、「
産
業
高

校
」、「
総
合
芸
術
高
校
」
等
を
設

置
す
る
ほ
か
、
夜
間
定
時
制
高
校

を
新
た
に
三
部
制
の
「
昼
夜
間
定

時
制
高
校
」
と
し
て
統
合
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
中
野
区
で
は
、
富
士

高
校
（
全
日
制
）
が
中
野
地
区
中

高
一
貫
6
年
制
学
校
に
改
編
さ
れ

る
ほ
か
、
富
士
高
校
（
定
時
制
）

及
び
鷺
宮
高
校
（
定
時
制
）
が
廃

校
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
杉
並
地
区

昼
夜
間
定
時
制
高
校
、
中
野
地
区

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
荻

窪
高
校
、
四
谷
商
業
高
校
に
統
合

を
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

中
野
区
内
か
ら
普
通
課
程
定
時
制

高
校
が
消
滅
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、

ま
た
現
在
よ
り
も
学
級
規
模
の
縮

小
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
中
学
生

の
高
校
進
学
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
重
要
な
計
画
を
、
保

護
者
や
地
域
住
民
、
学
校
関
係
者

と
の
十
分
な
協
議
と
理
解
を
得
な

い
ま
ま
決
定
を
す
る
の
は
、
誠
に

遺
憾
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、
貴
職
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
上
記
の
こ
と
を
充
分
に
考

慮
し
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
早
急

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
要
望
い

た
し
ま
す
。

記

1

都
立
高
等
学
校
定
時
制
課
程

の
統
廃
合
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

2

中
野
区
内
の
夜
間
定
時
制
課

程
を
含
む
「
都
立
高
校
改
革
推
進

計
画
・
新
配
置
計
画
（
案
）」
に
つ

い
て
は
、
拙
速
に
決
定
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

3

決
定
に
当
た
っ
て
は
、
生

徒
・
保
護
者
・
教
職
員
な
ど
の
意

見
と
要
望
を
尊
重
し
、
意
見
交
換

の
機
会
を
継
続
的
に
持
つ
と
と
も

に
、
慎
重
な
検
討
を
す
る
た
め

「
10
月
決
定
」
を
延
期
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
東
京
都
知
事
、
東
京
都
教
育
委
員

会
委
員
長
あ
て
〉

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
関

す
る
意
見
書

近
年
、
食
糧
生
産
の
コ
ス
ト
削

減
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
を
求
め
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
開
発
が

世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
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可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

住
基
ネ
ッ
ト
切
断
の
法
的
根
拠

小
沢
議
員

住
基
ネ
ッ
ト
を
切

断
し
た
こ
と
は
積
極
的
に
評
価
す

る
が
、
こ
の
措
置
は
明
確
な
法
的

根
拠
を
欠
く
、
緊
急
避
難
的
超
法

規
的
措
置
と
も
言
え
る
。
条
例
な

ど
に
明
確
な
規
定
を
入
れ
、
法
的

根
拠
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

現
行
の
条
例
、
要
綱
な
ど

で
対
応
し
て
い
る
が
、
住
基
ネ
ッ

ト
の
対
応
に
つ
い
て
は
十
分
で
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
専
門
家
な

ど
の
意
見
も
参
考
に
検
討
す
る
。

附
属
機
関
の
あ
り
方

む
と
う
議
員

従
前
か
ら
委
員

の
人
選
や
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
見
直
し
を
求
め
て
き
た
が
、
委

員
の
年
齢
構
成
や
男
女
比
、
他
区

と
比
較
し
て
高
額
な
学
識
経
験
者

へ
の
謝
礼
金
に
つ
い
て
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

答

年
齢
構
成
や
男
女
比
に
つ

い
て
は
偏
り
な
く
目
指
す
べ
き
で

あ
り
、
報
酬
金
額
が
適
当
か
ど
う

か
は
常
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

助
金
申
請
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

答

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

各
区
市
町
村
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
な
ど
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
基
本
的
な
条
件
に
な
っ
て
い
る
。

区
と
し
て
も
、
取
り
組
み
の
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
今
後
活
用
を

検
討
し
た
い
。

区
長
提
出
議
案

●
平
成
14
年
度
中
野
区
一
般
会
計

補
正
予
算

●
平
成
14
年
度
中
野
区
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

●
中
野
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
清
掃
車
の
買
入
れ
に
つ
い
て

●
中
野
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
中
野
区
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
老
人
保
健
高
額
医
療
費

資
金
貸
付
条
例

●
建
物
の
買
入
れ
に
つ
い
て

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て議
員
提
出
議
案

●
中
野
区
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

●
中
野
区
議
会
議
員
定
数
条
例

（
定
数
42
人
）

●
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

●
意
見
書

（
5
件
・
次
項
に
掲
載
）

税
制
上
の
軽
減
措
置
等
「
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
」
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
都
市
部
の
気
温
が
郊
外

よ
り
高
く
な
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
が
進
行
し
て
い
る
。
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
は
、
都
市
化

に
伴
う
緑
地
・
水
辺
等
の
減
少
、

交
通
機
関
や
高
層
ビ
ル
等
の
集

積
・
集
中
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
人
工
廃
熱

の
増
大
等
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、

夏
季
期
間
に
お
け
る
熱
帯
夜
や
乾

燥
化
の
促
進
、
冬
季
期
間
に
お
け

る
大
気
汚
染
の
促
進
な
ど
の
諸
状

況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、

夏
季
期
間
に
お
け
る
都
市
部
で
頻

発
し
て
い
る
集
中
豪
雨
と
の
関
連

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
人
口
の
過

密
化
や
交
通
網
の
集
中
に
よ
る
単

位
面
積
あ
た
り
の
廃
熱
量
の
増
加
、
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